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改 訂 の あ ら ま し 

 

【図書名等】  安全管理者実務必携 －能力向上教育（定期又は随時）用テキスト－     

                コード No.23253 第 5 版 定価 2,160 円（本体 2,000 円＋税 8％） 
        （コード No.および定価は現行どおりです。） 

【発行日】   平成２８年１１月１１日 

 

【改訂のあらまし】  
改 訂 の あ ら ま し 該当頁 

  

平成２６年３月第４版発行後の、最新の法令・知見・統計数値等に対応した必要な修正を

行った。なお、第４版に添付していた「平成 26年労働安全衛生法改正関連〔資料〕」は、添

付不要となる。 

 

主な改訂箇所は次のとおり。    

 

第 1 編 最近における安全管理上の課題 

 

第 1 章 労働災害等の現況 

・災害統計表と解説を平成 24 年現在から、平成 27年現在のものに、最新化した。 

・労働者の健康状況の表と解説を平成 24年現在のものから、平成 27 年現在に、最新化した

（一部 24年後の統計がなく 24 年現在のまま）。 

・ストレスチェック制度の説明を追加した。 

・安全管理の現状について、平成 22 年現在の労働安全基本調査結果の分析を、平成 25年現

在の労働安全衛生調査結果の分析に改めた。 

第 2 章 これからの安全管理 

・物理化学的危険性の概要一覧を更新した。 

・派遣元・派遣先の責任区分表を更新した。 

・安全配慮義務に関して、パワーハラスメントにかかる説明を追加した。 

・労使一体の安全管理に関して、特別安全衛生改善計画制度の説明を追加した。 

 

第 2 編 最近における安全管理手法 

 

第 1 章 労働安全衛生マネジメントシステム 

・マネジメントシステムの説明がリスクアセスメントの説明の後にあったが、これを前に移

動した（旧第 3 章を第１章とし、旧第１章、第 2章を繰り下げた。）（「安全管理者選任時研

修テキスト」(第 6 版)に合わせた。）。 

 

第 2 章 リスクアセスメントの実施 

・リスクの見積りに関し、コントロールバンディングについての説明を追加した。 

・化学物質リスクアセスメントの義務化についての説明を追加した。 

 

第 3 章 リスクアセスメントに基づく機械の安全化 

・機械の安全化に関して、機械ユーザーから機械メーカー等への災害情報等の提供の促進等

の説明を追加した。 

 

第 4 章 教育及び指導の手法 

・教育及び指導の手法に関連し、見える化の説明を追加した。 

 

第 3 編 災害事例及び関係法令 
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第 1 章 災害事例とその防止対策 

・原因と再発防止対策を区分けして表記した。 

 

第 2 章 関係法令 

・労働安全衛生法：第 28条の 2改正、第 57 条改正、第 57条の 2掲載、第 57条の 3掲載、 

 第 78条改正、第 79 条改正、第 88条改正。 

・労働安全衛生法施行令：第 18 条の 2 掲載。 

・労働安全衛生規則：第 21 条改正、第 24 条の 2 改正、第 34 条の 2 の 7 掲載、第 34 条の 2

の 8掲載、第 40条改正、第 84 条掲載、第 84条の 2掲載、第 84条の 3掲載、第 85 条掲載、

第 86 条掲載、第 87条改正。 

 

資 料  

・資料の項目を、指針等、規制一覧等、その他の情報の分類で、掲載順を整えた。 

・「化学物質等による危険性又は有害性等の調査等に関する指針」を掲載した。 

・対象期間残 1 年余となった第 12次労働災害防止計画を抄録とした。 

・機械等の規制一覧(安全関係)を更新した。 

・法令で定められた保護具が必要な作業一覧(安全関係)を更新した。 

・計画の届出一覧(安全関係)を更新した。 

・労働安全衛生法に基づく資格の概要(安全関係)を更新した。 
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